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今月の表紙

「里の城大橋から望む日の出」
冷え込む朝、澄んだ空気の中での日の出です。

早朝の里の城大橋から、町内を優しい光で包み込むように

幻想的な光景が広がります。
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最
初
に
南
ア
フ
リ
カ
で
感
染

が
確
認
さ
れ
た
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
」
は
、
先
行
し
た
デ
ル
タ
株

に
比
べ
て
感
染
力
が
強
く
、
現

在
、
多
く
の
国
で
感
染
拡
大
を

み
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
国
や

県
と
連
携
し
て
、
３
回
目
の
接

種
(
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
)
の
準

備
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
に
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

感
染
症
拡
大
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の

災
害
復
旧
も
未
だ
途
上
に
あ
り

ま
す
。
県
道
・
町
道
の
主
要
路

線
や
多
く
の
林
道
・
作
業
道
の

路
肩
崩
壊
や
崩
土
、
道
路
決
壊
、

ハ
ウ
ス
な
ど
の
農
業
施
設
、
農

機
具
、
農
作
物
へ
の
被
害
も
あ

り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
は
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

幸
多
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
年
の
は
じ
め
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
の
局
面
に
あ
り
、
熊
本

県
の
警
戒
レ
ベ
ル
が
最
上
位
の

レ
ベ
ル
５ 

「
厳
戒
警
報
」
へ
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

成
人
式
が
中
止
さ
れ
、
卒
業
式

も
入
学
式
も
関
係
者
の
み
で
開

催
、
そ
の
他
の
主
た
る
行
事
も

こ
と
ご
と
く
延
期
、
あ
る
い
は

中
止
に
至
り
ま
し
た
。
生
涯
に

一
度
の
こ
と
と
お
待
ち
に
な
っ

て
お
ら
れ
た
皆
さ
ま
方
に
は
、

感
染
症
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
や

む
を
え
な
い
措
置
で
あ
っ
た
と

は
い
え
、
誠
に
申
し
訳
な
く
、

お
詫
び
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
困
難
を
極

め
た
県
道
中
河
間
多
良
木
線
の

復
旧
は
、
我
慢
強
く
お
待
ち
い

た
だ
い
た
住
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
迂
回
路
の
確
保
に
腐
心

い
た
だ
い
た
球
磨
振
興
局
土
木

部
の
皆
さ
ま
、
施
工
業
者
の
方

々
、
小
林
市
、
西
米
良
村
、
西

都
土
木
事
務
所
の
皆
さ
ま
な
ど

の
ご
協
力
に
よ
り
、
短
期
間
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ま
に
は
た
だ
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
も
残
り
少
な
く
な

っ
た
11
月
28
日
、
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

「
く
ま
川
鉄
道
」
の
被
災
か
ら

約
１
年
５
ケ
月
ぶ
り
と
な
る
部

分
運
行
再
開
で
す
。
鉄
道
沿
い

に
点
在
す
る
住
宅
の
軒
先
や
田

畑
の
畦
、
沿
線
か
ら
、
多
く
の

方
々
が
歓
喜
の
表
情
で
手
を
振

　

県
北
で
感
染
が
広
が
り
、
人

吉
球
磨
で
の
感
染
拡
大
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
９
月
中

旬
以
降
、
人
吉
保
健
所
管
内
で

は
一
件
の
感
染
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん(
12
月
28
日
時
点
)。

一
時
は
ベ
ッ
ド
数
が
ひ
っ
迫
し

て
い
た
県
北
や
熊
本
市
内
で
も
、

当
時
の
よ
う
な
拡
大
は
み
ら
れ

ず
、
感
染
の
発
生
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
速
や
か
に
２
回
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
済
ん
だ
効
果
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
医
師
会
の
先

生
方
、
公
立
多
良
木
病
院
の
先

生
方
、
看
護
師
の
皆
さ
ま
、
婦

人
会
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の

皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
接
種
を
受

け
ら
れ
た
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
た

め
て
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

り
、
三
両
編
成
の
「
田
園
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
号
」
を
迎
え
ま
し
た
。

球
磨
川
第
四
橋
梁
が
架
か
る
ま

で
は
肥
後
西
村
か
ら
バ
ス
に
よ

る
乗
り
継
ぎ
運
行
と
な
り
ま
す

が
、
力
強
い
レ
ー
ル
の
響
き
は
、

確
か
な
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
私
た
ち
に
大
い
な
る
希
望

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

も
う
一
つ
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
地
方
創

生
事
業
と
し
て
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
11

月
開
催
の 

「
第
５
回
九
州
の
お

米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
in
菊
池
」

で
た
ら
ぎ
田
ん
ぼ
の
チ
カ
ラ
研

究
会
が
、
自
治
体
部
門
で
４
年

連
続
九
州
一
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を

獲
得
と
、
個
人
の
部
で
２
年
連

続
最
高
金
賞
を
獲
得
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
努
力
に

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、 

 

「
米
ど
こ
ろ
多
良
木
町
」
と
し

て
美
味
し
い
米
の
拠
点
と
な
る
、

す
ば
ら
し
い
基
礎
を
築
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
感
染
症
終
息

後
に
は
、
日
本
遺
産
と
ブ
ラ
ン

ド
米
を
組
み
合
わ
せ
た
観
光
周

遊
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
多
良

木
産
の
お
米
は
美
味
し
い
と
い

う
評
価
が
定
着
し
ま
し
た
の
で
、

お
米
以
外
の
作
物
に
も
良
い
影

響
が
広
が
る
の
で
は
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
こ
そ
、
感
染
症
が

終
息
し
、
断
ち
切
ら
れ
た
地
域

経
済
が
回
復
し
、
皆
さ
ま
の
笑

顔
が
見
ら
れ
る
、
災
害
の
な
い

平
穏
な
希
望
に
満
ち
た
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
願
う

も
の
で
す
。

　

令
和
四
年
　

元
旦

新年のごあいさつ
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Taragi Town Topics

　

10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令
和

３
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

式
」
で
、
宮
本
康
江
元
教
育
委
員

(
多
３
区
の
１
) 

が
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
、
地
方
教
育

行
政
に
お
い
て
特
に
顕
著
な
功
績
の

あ
る
方
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
本
さ
ん
は
、
平
成
20
年
か
ら
令

和
２
年
ま
で
多
良
木
町
教
育
委
員
を

務
め
、
本
町
の
教
育
の
振
興
・
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

宮本さん文部科学大臣賞受賞
地方教育行政に大きく貢献

表彰を受けた宮本さん

教 育 講 演 会 を 開 催
子どもや障がいのある方への心理支援

教 育 講 演 会 を 開 催
子どもや障がいのある方への心理支援

高原さんの講演を熱心に受ける参加者

　

11
月
30
日
、
多
目
的
研
修
セ
ン
タ

ー
で
「
教
育
講
演
会
(
多
良
木
町
青

少
年
育
成
会
議
)
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
福
岡
発
達
障
害
療
育
研

究
所
所
長
で
臨
床
心
理
士
・
博
士
の

高
原
あ
き
こ
さ
ん
を
講
師
に
、
「
子

ど
も
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
心
理

支
援
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
、
発
達
障
害
な

ど
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
視
点
か
ら
、

分
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
が
あ
り
、

参
加
し
た
保
護
者
や
教
育
関
係
者
な

ど
約
100
名
は
、
講
師
の
言
葉
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

町の人権擁護委員紹介
一人で悩まず、まずは相談を

　

多
良
木
町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹

介
し
ま
す
。
業
務
内
容
は
、
主
に
次

の
３
つ
で
す
。

【
人
権
相
談
】
法
務
局
で
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
の
い
じ
め
・
差
別
な
ど
の

人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
。
年
４
回
多
良
木
町

で
も
特
設
相
談
所
を
開
設
。

【
人
権
啓
発
】
皆
さ
ま
一
人
一
人
の

人
権
意
識
向
上
と
、
人
権
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
学
校
や
地

域
の
行
事
な
ど
で
活
動
。

【
調
査
救
済
】
「
人
権
を
侵
害
さ
れ

た
」
と
い
う
被
害
者
か
ら
の
申
告
な

ど
を
受
け
、
法
務
局
職
員
と
協
力
し

て
調
査
を
実
施
。

　

秘
密
は
守
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
第
８
回
人
吉
・
球
磨
新
聞
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
最
優
秀
賞
に
多

良
木
中
２
年
の
那
須
唯
菜
さ
ん
(
久

６
区
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
人
吉
球

磨
の
熊
日
販
売
グ
ル
ー
プ
(
８
店
)

が
小
中
高
校
生
を
対
象
に
募
集
し
、

今
回
は
23
校
か
ら
797
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
那
須
さ
ん
は
昨
年
の
７

月
豪
雨
を
受
け
、
国
宝
・
青
井
阿
蘇

神
社
の
ハ
ス
池
が
復
活
し
た
と
い
う

記
事
を
も
と
に
作
文
を
書
き
、「
今
後

も
自
分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

那
須
さ
ん
は
令
和
３
年
度
「
熊
本

の
心
」
作
文
で
も
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

２
月
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

那須さんが最優秀賞受賞
人吉・球磨新聞感想文コンクール

表彰を受けた那須さん

越替さんが町長賞受賞
税に関する作品（習字）

　

人
吉
球
磨
地
区
租
税
教
育
推
進
協

議
会
が
、
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒

の
租
税
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
募

集
し
た
、「
税
に
関
す
る
作
品
」。

　

12
月
８
日
、
久
米
小
学
校
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
習
字
の
部
で
多
良
木

町
長
賞
を
受
賞
し
た
越
替
澪
さ
ん

(
久
４
区
)
に
、
賞
状
と
副
賞
(
図

書
券
)
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

越
替
さ
ん
は
、「
自
分
の
名
前
に
あ

る
「
替
」
と
い
う
文
字
が
今
回
の
題

材
「
振
替
納
税
」
に
出
て
き
た
の
で
、

何
度
も
練
習
を
重
ね
て
、
上
達
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

越替さんが町長賞受賞
税に関する作品（習字）

吉瀬町長と、賞状を受け取った越替さん

森 林 教 室 開 催
樹木や緑とふれあい森林の役割を学ぶ

　

11
月
24
日
、
妙
見
野
自
然
の
森
展

望
公
園
で
森
林
教
室
が
開
催
さ
れ
、

久
米
小
４
年
生
９
名
と
、
熊
本
県
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
講
師
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
種

類
の
木
や
葉
を
探
し
ビ
ン
ゴ
を
目
指

す
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
」
や
、
木

の
葉
と
実
を
使
っ
た
「
ブ
ロ
ー
チ
作

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
楽
し
く
自
然

を
学
べ
た
」
、「
家
の
近
く
に
あ
る
、

木
や
花
を
見
て
、自
然
に
触
れ
た
い
」

と
体
験
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

インストラクターの講師と参加した久米小の児童

　

12
月
12
日
、
多
良
木
町
農
業
委
員

会
委
員
の
皆
さ
ま
に
よ
る
門
松
が
役

場
玄
関
前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。   

　

こ
の
門
松
は
、
町
民
の
方
々
の
健

康
長
寿
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
作
製

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
20
名
が
、
約
３
時
間
、
寒
さ

が
身
に
し
み
る
中
で
作
業
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

　

立
派
な
門
松
に
よ
り
、
お
陰
様
で

良
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

委
員
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

町農業委員会が門松を作製
良い新年を迎えることを願って

完成した門松とともに記念撮影

02　新年のごあいさつ

04　Ｔaragi　Town　Topics

06　多良木のお米 九州連覇を達成

08　「自助」「共助」の意識をもって

10　ただ今、発掘中！

　　多良木相良氏遺跡群

12 「人吉・球磨　風水・祈りの浄化町」とは？

13　年に一度は特定健診を受診しましょう

14　すこやかだより

15　国民年金インフォメーション

16　国税だより/ Infomation

19　くらしのカレンダー

20　社協だより
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11
月
22
日
に
は
、
新
辰
己

で
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
吉

瀬
町
長
は 

「
遠
藤
五
一
先
生

 

(
山
形
県
)
の
ご
指
導
や
各

生
産
者
の
皆
さ
ま
の
頑
張
り

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
結
果

で
あ
り
、
今
回
の
受
賞
は
町

全
体
の
誇
り
。
１
位
を
と
り

続
け
る
こ
と
は
至
難
の
業
だ

が
、
引
き
続
き
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
参
加
者
へ
思
い
を

伝
え
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

 

(
敬
称
略
)

【
自
治
体
部
門
】

多
良
木
町
　

優
勝(
４
年
連
続
)

福
岡
県
宮
若
市
　

準
優
勝

熊
本
県
菊
池
市
　

第
３
位

【
個
人
総
合
部
門
】

最
高
金
賞

松
浦
　

栄
一
(
久
２
区
)

金
　

賞

山
本
　

純
　

 

(
多
２
区
の
２
)

優
秀
賞

星
原
　

幸
広
(
久
８
区
)

早
川
　

千

(
久
１
区
)

有
川
　

軍
六
(
多
８
区
の
２
)

農
事
組
合
法
人
多
良
木
の
び
る

　
　
　
　
　
　

 

(
多
９
区
の
２

)

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

個人総合部門で最高金賞受賞

たらぎ田んぼのチカラ研究会

松浦　栄一　さん

チームたらぎで

頑張った成果

▽
最
高
金
賞
を
受
け
て

　

素
直
に
嬉
し
い
で
す
。「
チ

ー
ム
た
ら
ぎ
」
と
し
て
、
た

ら
ぎ
田
ん
ぼ
の
チ
カ
ラ
研
究

会
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
切
磋

琢
磨
で
き
て
い
る
こ
と
が
最

大
の
勝
因
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
優
勝
ま
で
の
道
の
り
　

　

チ
ー
ム
で
勝
ち
取
っ
た
勝

利
で
す
が
、
普
段
は
一
人
一

人
が
自
分
自
身
や
天
候
と
の

戦
い
を
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
山

形
県
か
ら
講
師
と
し
て
ご
指

導
く
だ
さ
る
遠
藤
先
生
の
影

響
は
大
き
い
で
す
。
遠
藤
先

生
か
ら
は
、
私
が
４
年
前
に

た
ら
ぎ
田
ん
ぼ
の
チ
カ
ラ
研

究
会
に
入
会
し
て
以
降
、
年

２
回
の
勉
強
会
な
ど
を
通
し

て
座
学
や
田
ん
ぼ
の
生
育
状

況
の
確
認
、
土
壌
検
査
な
ど

を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
知

識
を
学
ん
で
い
ま
す
。

▽
こ
れ
ま
で
の
経
歴
　

　

現
在
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
き

ゅ
う
り
の
施
設
園
芸
を
メ
イ

ン
に
家
族
な
ど
８
〜
９
名
で

栽
培
し
て
い
ま
す
。
お
米
も

17
年
間
、
父
と
二
人
三
脚
で

生
産
し
て
い
た
の
で
す
が
、

研
究
会
に
携
わ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
今
で
は
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
と
き
ゅ
う
り
は
家

族
な
ど
の
協
力
が
あ
っ
て
、

私
自
身
は
お
米
づ
く
り
に
力

を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

▽
今
後
の
抱
負

　

研
究
会
へ
多
く
の
方
に
入

っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
お
米

づ
く
り
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
で
す
。
多
良
木
町
の
お

米
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤

と
チ
ー
ム
た
ら
ぎ
の
結
束
力

で
頑
張
り
ま
す
。

　

11
月
21
日
に
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
、
九
州
各
県
126
の
自

治
体
が
参
加
。
主
催
自
治
体

で
あ
る
菊
池
市
や
福
岡
県
宮

若
市
な
ど
の
強
豪
が
そ
ろ
う

中
、
見
事
優
勝
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
総
合
部
門
で
は
１
,
１

５
０
の
応
募
の
う
ち
、
本
町

か
ら
は
「
た
ら
ぎ
田
ん
ぼ
の

チ
カ
ラ
研
究
会
」
か
ら
６
名

が
上
位
30
位
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
食
と
な
る
官
能

審
査
を
経
て
、
昨
年
の
星
原

幸
広
さ
ん
(
久
８
区
)
に
続

き
、
松
浦
栄
一
さ
ん
(
久
２

区
)
が
最
高
金
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

「第５回 九州のお米食味コンクール in菊池」 で、自治体部門４連覇、個人総合部門

２連覇の快挙を果たしました。

多良木のお米 九州連覇を達成

たらぎ田んぼのチカラ研究会が生産したブランド米「こめたらぎ」の販売はこちら

・えびす物産館　　　　　　　  ☎42-1109

・農事組合法人 多良木のびる　☎42-1158

・食べチョク 　食べチョク　 で 検索

・オンラインショップEBESSAN

たらぎ田んぼのチカラ研究会

会長　尾方 伸一郎 さん

受賞を振り返り、今後の抱負を語る松浦さん

後列左から、早川さん、 星原さん、 多良木のびる（尾方さん）、 山本さん

前列左から、松浦さん、 吉瀬町長、 有川さん



①熱心に研修を受ける参加者 ②えびすの湯横

の水路からポンプで吸水 ③④テント・段ボー

ルベッド・マンホールトイレの設置方法を学

ぶ住民 ⑤土のうを積み上げる消防団員 ⑥多

良木６区の３公民分館で、防災士による講話

⑦情報収集や伝達訓練を行う職員
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熊
本
県
は
、
こ
れ
ま
で
台
風

や
梅
雨
期
の
豪
雨
な
ど
に
よ
る

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
、
自
分
で
自
分
の
身
を

守
る
「
自
助
」、
地
域
で
お
互
い

に
助
け
合
う
「
共
助
」
が
と
て

も
重
要
で
す
。 

　
　
　

　

こ
の
た
め
、
防
災
活
動
で
中

心
的
役
割
を
担
う
地
域
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

的
に
、
10
月
19
日
と
11
月
22
日

の
２
日
間
、「
熊
本
県
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
役
場
３
階
委
員
会

室
で
、
自
主
防
災
組
織
の
会
長

や
防
災
士
な
ど
が
参
加
。「
気
象

情
報
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活

用
し
た
実
践
的
な
早
期
避
難
」

や
「
地
区
防
災
計
画
を
活
用
し

た
地
域
防
災
活
動
の
充
実
化
」

な
ど
の
講
話
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
桜
十
字
ホ
ー
ル
や

達
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
訓
練
、

消
防
団
に
よ
る
中
継
送
水
訓
練

お
よ
び
水
防
工
法
訓
練

　

今
回
は
、
発
熱
者
が
指
定
避

難
所
に
避
難
さ
れ
た
と
い
う
想

定
で
、
対
応
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
水

害
な
ど
、
想
定
外
の
自
然
災
害

が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、
今

後
も
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
き

た
時
に
ど
う
行
動
す
る
べ
き
か
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
ど
う
す
る
べ
き
か
、
住
民
一

人
一
人
の
防
災
意
識
を
高
め
、

避
難
場
所
の
確
認
や
家
族
へ
の

連
絡
方
法
・
手
段
の
確
認
、
食

料
の
備
蓄
な
ど
、「
自
助
」「
共

助
」
の
意
識
を
も
っ
て
、
日
頃

か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

つ
し
ろ
で
、「
地
区
防
災
計
画
」の

作
成
と
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

11
月
21
日
に
「
多
良
木
町
総

合
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
、

自
主
防
災
組
織
、
防
災
士
会
、

婦
人
会
、
消
防
署
、
警
察
署
、

消
防
団
、
熊
本
県
な
ど
約
１
,

４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

【
想
定
】

　

県
南
地
域
は
大
雨
に
よ
り
地

盤
が
ぜ
い
弱
。
午
前
９
時
、
人

吉
盆
地
南
縁
断
層
を
震
源
と
す

る
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

た
。

 

【
訓
練
内
容
】

　

住
民
避
難
訓
練
、
災
害
対
策

本
部
設
置
運
営
訓
練
、
避
難
所

開
設
運
営
訓
練
、
情
報
収
集
伝

地
域
防
災
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
開
催

町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

～ 地域防災スキルアップ研修・町総合防災訓練 ～

「自助」「共助」の意識をもって

※「地区防災計画」とは ・・・

　各地区（自主防災組織）の特性に応じ

たコミュニティレベルでの防災活動を尊

重した地域密着型の防災計画。地区防災

計画の作成に取り組む「課程」とその取

組の「継続」によって地域コミュニティ

における平時からの顔の見える関係が強

化され、地域防災力の向上に加え、地域

内でのコミュニケーションの活性化など

が期待される。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

※



①

②③
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心
的
な
場
所
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
黒
肥

地
地
域
の
水
田
を
潤
す
鮎
ノ
瀬
井
手
と
い

う
か
ん
が
い
用
水
の
整
備
に
は
、
相
良
氏

の
地
域
開
発
へ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
を
学
術
的
な
調
査
に
よ

り
、
歴
史
的
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
国
史
跡
へ
の
指
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
価
値
付
け
の
た
め
に
、
日
本
歴
史

研
究
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
専
門

家
に
よ
る
多
良
木
相
良
氏
関
連
遺
跡
群
調

査
指
導
委
員
会
(
以
下
、「
委
員
会
」)
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

11
月
５
〜
６
日
の
委
員
会
で
は
、
今
後

の
調
査
の
方
針
や
調
査
結
果
の
検
討
・
現

地
の
視
察
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
相
良
頼
景
館
跡
で
は
、
土
塁

外
側
に
幅
６
ｍ
、
深
さ
２
ｍ
規
模

の
濠
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
の
濠
か
ら
は
15
世
紀
中
頃

の
中
国
の
青
磁
が
出
土
し
ま
し
た
。

今
後
の
調
査
の
焦
点
は
、
濠
の
変

遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
東
光
寺
磨
崖
梵
字
で
は
、

３
次
元
図
化
を
行
っ
た
結
果
、
磨

崖
板
碑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
板
碑
と
は
、
関
東
一
円
で

鎌
倉
時
代
に
流
行
す
る
石
造
物
で

す
。
な
ぜ
、
東
国
の
石
造
物
文
化

を
移
入
し
た
の
か
興
味
深
い
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　

相
良
家
史
の
多
く
は
、
御
家
人
で
あ
る

相
良
頼
景
の
下
向
を
建
久
４
年(
１
１
９
３
)

と
し
、
そ
の
居
住
地
を
「
東
ノ
前
」
と
記

載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
相
良
氏
下

向
に
ま
つ
わ
る
シ
ナ
リ
オ
は
、
相
良
家
史

の
基
に
な
っ
た
天
文
５
年
(
１
５
３
６
)

の
「
沙
弥
洞
然
長
状
」
に
は
成
立
し
て
お
り
、

慎
重
な
史
料
解
釈
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

「
東
ノ
前
」
と
は
、
黒
肥
地
字
蓮
花
寺
の

少
し
上
流
に
あ
る
地
名
で
す
。
現
在
は
、

伝
相
良
頼
景
館
跡
と
い
う
遺
跡
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
の
伝
相
良
頼
景
館
跡
を
含
む
青

蓮
寺
・
東
光
寺
磨
崖
梵
字
は
東
国
か
ら
や

っ
て
き
た
相
良
氏
に
よ
る
地
域
支
配
の
中

た
だ
今
、
発
掘
中
！

多
良
木
相
良
氏
遺
跡
群

　

町
で
は
、多
良
木
相
良
氏
関
連
遺
跡
群
の
国
史
跡
へ
の
指
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
調
査
で
は
、
伝
相
良
頼
景
館
跡
お
よ
び
東
光
寺
磨
崖
梵
字
の
発
掘

調
査
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

本
格
的
調
査
の
初
年
度

調
査
委
員
会
を
設
置

協力していただく専門家の皆さま　　～ 多良木相良氏関連遺跡群調査指導委員会 ～

氏　　名 所　　属 役　　　　　　割

稲葉　継陽 さん

小野　正敏 さん

狭川　真一 さん

鶴嶋　俊彦 さん

蓑田　温子 さん

熊本大学永青文庫

研究センター長

国立歴史民俗博物館

名誉教授

大阪大谷大学歴史

文化学科教授

元人吉城歴史館館長

多良木町文化財

保護委員

専門は文献史学。

古文書から遺跡の変遷を解明、価値付けを行います。

専門は考古学。特に陶磁器研究の第一人者。

伝相良頼景館跡から出土した陶磁器の分析を担います。

専門は考古学。特に石造物研究の第一人者。

東光寺磨崖梵字を調査し、価値付けを行います。

専門は歴史地理。

ほとんどの相良氏関連の山城跡を踏破しています。

歴史文化遺産の保護と活用を図ります。

【文化庁発】 YouTube

「いせきへ行こう！」 vol.9

中世が薫る隠れ里

 ～熊本県多良木町～ 配信中

①伝相良頼景館跡の濠跡　②伝相良頼景館跡の土塁跡　③東光寺磨崖梵字の視察状況

で
ん
さ
が
ら
よ
り
か
げ
や
か
た
あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

ま 

が
い
ぼ
ん 

じ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ひ
が
し
の
ま
え

 　
　

し
ゃ
み
と
う
ね
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ
う
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人吉球磨唯一のオフィシャル地域ブランド

「人吉・球磨 風水・祈りの浄化町」 とは？

　観光を切り口に人吉球磨全体を活性化する

ため、令和元年度に立ち上げられた観光地域ブ

ランドです。

　人吉・球磨10市町村をはじめ熊本県や国の支

援を受け、市町村の若手19名を中心にマーケテ

ィング戦略に基づき活動を行っています。コロ

ナや水害を受け、地域へ向けた「Reborn～再

生〜」というメッセージを発信しました。月が

満ち欠けを繰り返すように何度でも再生してい

く意味を込めました。

　相良家研究に欠かせ

ない歴史書「南藤蔓綿

録」には人吉城が「三

日月の城」と呼ばれて

いた記述、さらには日本史研究の大家・児玉

幸多氏編纂 『日本城郭大系 〈第18巻〉」 ［球磨

地区人吉城］に陰陽道思想による城下町設計

の記述があることに基づきます。

「祈り」は浄心寺（湯前町）など球磨に展開

する仏教美術を、「浄化」は川辺川・球磨川な

ど美しい自然が心と体を浄化してくれるイメ

ージを打ち出しています。

人吉・球磨　風水・祈りの浄化町サイト　https://hitoyoshifusui.com/
インスタグラム　https://www.instagram.com/hitoyoshifusui/

　人吉球磨がひとつになって人吉球磨全体を再生していきます。（サポーター登録はどなたでも可能）

　人吉球磨ブランド商品開発や当協議会の事業に興味を持たれた方はぜひご参画ください。

なぜ三日月？
風水？祈り？

①三日月姫のマスク

ケース（多良木町観

光協会）

②三日月ルーシー

ダットン (Training ＆ 

Conditioning studio和）

③レンコン饅頭と

ふろふき大根の揚

出し三日月仕立て

（村いちばん）

④人吉球磨三日月

巻（てつ食堂）

（一社）人吉球磨観光地域づくり協議会　☎49-9010問

　　　　　　　　　　　　なんとうまんめん

ろく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　                         じょうかくたいけい

                           おんみょうどう

                    

① ②

③

④
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年に一度は特定健診を受診しましょう

　特定健診は、メタボリックシンドローム（＝メタボ）に着目した健診です。生活習慣病のリ

スクを早期発見し、運動・食生活・喫煙といった生活習慣を見直すための「特定保健指導」を

受けることで、内臓脂肪を減少させ生活習慣病の予防や改善につなげる目的があります。

　対象者　国民健康保険加入者で40歳以上の方

　令和２年度町内の受診率　60％ （法定報告値）

　特定健診受診者のうち、有所見率が高かったものを

県内47保険者と比べた結果です。

　これらの生活習慣病の症状を放っておくと、心臓病

や脳卒中、腎不全などの深刻な病気の発症につながり、

介護が必要な状態になる可能性もあります。

対象者の健診結果

　県内ワースト順位

　　３位　メタボ予備軍

　　４位　血圧　

　　５位　血糖

生活習慣病など一人あたりの医療費

健診受診者

健診未受診者

4,115円

11,347円
7,232円　高

　生活習慣病は重症化すると身体に大きな負担となり、医療費も高額になります。特定健診で

早期発見できれば、生活習慣病の予防や健康状態の改善が可能です。

　年に一度、特定健診を受診し、生活習慣の改善が必要な方は、特定保健指導を受けましょう。

住民ほけん課　☎ ４２－１２５６問

国民健康保険医療費の通知を送付しています

　国民健康保険加入の世帯に医療費の状況をお知らせするため、定期的に「医療費通知（はが

き )」を送付しています。この医療費通知を添付することで、確定申告時に医療費控除を受け

る際、「医療費控除の明細書」の記入を簡略化することができます。

　令和３年11月～12月診療分は、確定申告期間が終了後の５月に発送予定です。医療費控除を

ご検討の場合は、令和３年11月～12月診療分のみ医療機関発行の領収書を使用し、ご自身で明

細の作成をお願いします。

国民健康

保険からの

お知らせ

参照：国保データベース
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脳卒中予防のため、心電図のチェックを

　脳血管疾患（脳卒中）の全死亡者に占める割合は約８％ 
※1 で依然として高く、脳卒中が原因で年間

約10万人が亡くなっています。また、救命できたとしても重い後遺症が残ることが多く、重度要介護

者の原因疾患の第２位(16.1％) ※2 となっています。

多良木町の脳卒中のリスクは？

令和３年４月、10月に実施した町国保特定健診受診者787名中、脳卒中のリスクのある方

⇒これらのリスクが重なるほど血管への負担は大きく、脳卒中になりやすい

心房細動があると血栓ができ、血管が詰まりやすい

 「心房細動」とは … 心臓がけいれんするように細かく震えること （500回/分）。

発作が時々起こるものから、継続して起こるものなど、症状はさまざまです。自覚症

状としてめまい・ふらつき・息切れ・動悸などがありますが、発作に慣れると、自覚

症状があっても感じにくくなります。検査で見つけられる比率は50％と見つけにくい

のですが、検査を受ける機会が多ければ、その分見つけられる確率も上がります。

○心臓がけいれんした状態になり、血液がよどむ　　　→　血液が固まりやすくなる（血栓）

○血管に負担（高齢者・高血圧・糖尿病・心不全）　　→　血管が傷み血栓ができやすい

○血栓がはがれて脳へ血液を供給する血管が塞がれる　→　脳卒中の発症

保健センター　☎ ４２－1100問

（参照）※１厚生労働省　令和２年人口動態統計月報年計の概況　　※２厚生労働省　令和元年国民生活基礎調査の概況

心電図で心房細動の早期発見ができます！
　町の基本健診には、心電図検査が町独自の項目として入っています。

約１分弱の検査のため完全ではありませんが、年に１回の健診や日常の

病院での診察で、自分の脈をよくみてみましょう。

　集団健診で受けられる基本健診（すこやか健診・国保特定健診・後期

高齢者健診）では、身体測定・血液・血圧・尿検査・心電図などを調べることで、体の中の状態から

生活習慣病のリスクの有無などが分かります。令和４年度分を申し込んでいない方はお早めに、下記

までお問い合わせください。

Ⅱ度高血圧以上

(160以上/100以上)

LDLコレステロール

180以上

糖尿病

(HbA1ｃ6.5％以上)

56名

23名

208名

7.1％

2.9％

26.4％

16名

17名

161名

2.0％

2.2％

20.5％メタボ該当者

心電図

(心房細動あり)

中性脂肪

(300mg/dl以上）

すこやかだより

２
多良木

16
多良木

年金相談会の日程

② 予約方法　　＊年金相談会は完全予約制です。 

③ 来訪相談の予約は、「予約受付専用電話」 からもできます。　☎（0570）05-4890

相談会スケジュール

○多良木会場  多良木町多目的研修センター　１階　管理人室

お手元に年金手帳をご準備ください。

☎ （0965）35－6123
自動音声案内に従って番号を押してください。

お手元に年金手帳をご準備ください。

市町村役場担当窓口を訪問

年金相談予約申し込み票にご記入ください。

窓口に提出して、予約日時をご確認ください。お客様相談室へつながります。

お電話で 窓口で

ご予約の方法は二通りご予約の方法は二通りご予約の方法は二通り

１  年金請求・受取・相談の予約

2  年金相談のご予約や、そのほかの
　  ご用件、または職員にご用の方

ダイヤル回線の方や、操作方法などがご不明な
際は、番号を押さずそのままお待ちください。

☎

国民年金インフォメーション

２　月

土金木水火月日
５

12８

１

10

1914
人吉

15 17

2622 24

４３

11９
錦

23

18

25

６ ７
人吉

1313

2020

2727

21
人吉

28
人吉

２
多良木

16
多良木

５

12８

１

10

1914
人吉

15 17

30
多良木

29 31

2622 24

４３

11９
錦

23
錦

18

25

６ ７
人吉

1313

2020

2727

21

28
人吉

３　月

土金木水火月日

※予約相談希望日の１ヶ月前から前日まで受付。
※ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書をご準備ください。

【予約相談時間】

月曜日　　　午前８時30分～午後７時00分

火～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

第２土曜日　午前９時30分～午後４時00分

月曜日　　　午前８時30分～午後６時00分　　※祝日の場合は、火曜日

火～金曜日　午前８時30分～午後４時00分

第２土曜日　午前９時30分～午後３時00分

【電話受付時間】 ※祝日の場合は、火曜日

※キャンセルされる場合は、必ずご連
　絡をお願いします。

○人吉会場　人吉市東西コミュニティセンター　　○錦会場　錦町社会福祉協議会（温泉センター）

八代年金事務所　☎（0965）35-6123　 住民ほけん課　☎42-1256問
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国税だより
○　確定申告にはマイナンバーの記載が必要です

　　マイナンバーを記載した確定申告書を税務署へ提出する際は、本人確認書類の提示または写しの添付が必要

　です。

　【本人確認時の必要書類例】　マイナンバーカード、通知カードおよび運転免許証や公的医療保険の被保険者証 など

 

○　確定申告に関するご相談は、確定申告電話相談センター「０」番へ！

　　熊本国税局では、「確定申告電話相談センター」を開設しています。

　【開設日】令和４年１月14日㈮～令和４年３月15日㈫

　　最寄りの税務署に電話し、音声ガイダンスに従って「０」番を選択した後、ご用件をお話しください。

　　また、国税に関する一般的な相談は「熊本国税局電話相談センター」をご利用ください。自動音声案内によ

　りご案内します。「１」番を選択すると、熊本国税局電話相談センターの職員がご相談をお受けします。

 

○　贈与と税金

　　令和３年中に個人から贈与を受けた財産の価額の合計額が110万円を超える方は、贈与税の申告と納税が必

　要です。

　【申告期限】令和４年３月15日㈫まで

　　過去に父母などからの贈与に、相続時精算課税制度を適用して申告した方は、その父母などから贈与を受け

　た財産の価額の合計額が110万円以下の場合であっても贈与税の申告が必要です。

　　また、父母などから贈与を受けた方（令和３年１月１日現在で20歳以上の方）は、特例税率により税額が軽

　減される場合があります（申告書に戸籍謄本などの書類添付が必要）。

　　このほか、贈与を受けた住宅取得等資金が非課税となる特例や、配偶者から居住用不動産または居住用不動

　産の取得に充てるための金銭の贈与を受けた場合の配偶者控除の特例などもあります。

　【申告書の提出方法】

　　○ 国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で作成できます。

　　○ 作成した申告書は「国税電子申告・納税システム（e-Tax）」で送信できます。

人吉税務署　☎ 23－2311　※自動音声案内問
または　国税庁  で 検索
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<
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■
無
料
の
出
張
職
業
相
談
会

　

無
料
職
業
相
談
室
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

球
磨
ブ
ラ
ン
チ
」
が
球
磨
地
域
振
興
局
に

開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
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程
で
出
張
相
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
就
職
活
動
な
ど
に
お
困
り
の

方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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▽
日
時
　

１
月
27
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所
　

研
修
セ
ン
タ
ー
　

管
理
人
室

▽
問
合
せ
先
　

産
業
振
興
課
　

　

☎
４
２-

１
２
５
２

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
球
磨
ブ
ラ
ン
チ

　

☎
２
２-

０
５
５
５

<
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
>

■
ペ
ッ
ト
か
ら
の
感
染
症
防
止

　

動
物
は
人
に
感
染
す
る
病
原
体
を
持
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
か

ら
飼
い
主
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
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め
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過
激
な
ふ
れ
あ
い
は
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え
ま
し
ょ
う
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ま
た
、
ペ
ッ
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寄
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す
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ミ
や
マ

ダ
ニ
を
介
し
た
感
染
を
防
ぐ
た
め
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寄
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虫
の
駆
除
や
ペ
ッ
ト
に
定
期
検
診
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受
け

さ
せ
る
な
ど
、
日
常
の
健
康
管
理
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
先

　

人
吉
保
健
所
　

☎
２
２-

３
１
０
８

■「
災
害
復
興
住
宅
融
資
」
の
受
付

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
住
宅

を
復
旧
す
る
た
め
の
「
災
害
復
興
住
宅
融

資 

(
建
設
資
金
、
購
入
資
金
、補
修
資
金
)」

の
借
入
申
込
の
受
付
期
間
を
延
長
し
て
い

ま
す
。
申
込
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
　

５
月
31
日
㈫
ま
で

▽
問
合
せ
先

　

住
宅
金
融
支
援
機
構
お
客
さ
ま
コ
ー
ル

　

セ
ン
タ
ー
　

※

通
話
無
料

　

☎(
０
１
２
０
)０
８
６-

３
５
３

■
「
ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ
い
に

　

し
た
い
」
を
応
援

　

県
が
管
理
す
る
河
川
で
、
美
化
活
動
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

希
望
に
応
じ
て
、
軍
手
や
ご
み
袋
な
ど

の
支
給
、
傷
害
保
険
の
加
入
、
ご
み
の
運

搬
・
処
分
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
く
ま
も
と
マ
イ
・
リ
バ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
」
で 

検
索

▽
問
合
せ
先

　

球
磨
地
域
振
興
局

　

土
木
部
維
持
管
理
調
整
課

　

☎
２
４-

４
１
１
９

■
子
ど
も
と
子
育
て
に
や
さ
し
い

　

ま
な
ざ
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

子
ど
も
連
れ
の
方
が
お
出
か
け
し
や
す

InformaƟon

い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
や
子
育
て
に
寛
容
な
社
会
へ
の
き

っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
や
ポ
ス
タ
ー

掲
示
の
ほ
か
、
お
出
か
け
の
際
に
親
切
に

さ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
ほ
っ
こ

り
す
る
よ
う
な
お
出
か
け
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

募
集
し
て
い
ま
す
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詳
し
く
は
、「
子
ど
も
と
子
育
て
に
や
さ

し
い
ま
な
ざ
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
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検
索

▽
問
合
せ
先
　

県
子
ど
も
未
来
課

　

☎(
０
９
６
)
３
３
３-

２
２
２
５

<
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
>

■
令
和
３
・
４
年
度
人
吉
球
磨
広
域

　

行
政
組
合
競
争
入
札
参
加
資
格
審

　

査
の
申
請
受
付

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
お
よ
び
物
品
調
達
の
入
札
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
に
つ
い
て
、
競
争
入
札
参
加
資

格
申
請
書
の
受
付
を
実
施
し
ま
す
。

▽
申
請
方
法
　

原
則
、
郵
送
の
み

▽
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈫
〜
２
月
28
日
㈪

　

※

当
日
消
印
有
効

▽
問
合
せ
先
　

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
２
３-

３
０
８
０

■
海
で
な
に
か
あ
っ
た
ら
「
１
１
８
番
」

　

１
１
８
番
は
、
海
上
の
事
件
事
故
に
対

し
、
迅
速
で
的
確
な
対
応
を
す
る
た
め
の

「
海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
」

で
す
。

　

ま
た
、
聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
を
持
つ

方
を
対
象
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

使
用
し
た
通
報
が
可
能
と
な
る
「NET118

」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
登
録
制
で
す
の
で
、
次
の
と
お
り

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①entry@net118.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
信

②
登
録
用
メ
ー
ル
が
返
っ
て
き
た
ら
、
手

　

順
に
従
い
登
録

▽
問
合
せ
先
　

　

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部

　

☎(
０
９
９
)
２
５
０-

９
８
０
０

■
お
し
ご
と
出
張
相
談
会

　

み
な
さ
ん
の
心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添

い
「
働
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
無
料
に
て
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
　

15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
求
職
者

　
　
　
　

お
よ
び
そ
の
家
族

▽
日
時
　

２
月
３
日
㈭
、
３
月
３
日
㈭
　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所
　

多
良
木
町
交
流
館
石
倉

▽
問
合
せ
先

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

　

☎
(
０
９
６
５
)
３
７-

８
７
３
９

■
九
州
電
力
送
配
電
か
ら
感
電
事
故

　

防
止
の
お
願
い

　

凧
揚
げ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
感

電
事
故
防
止
の
た
め
電
線
付
近
で
凧
揚
げ

を
行
っ
た
り
、
電
柱
や
鉄
塔
に
の
ぼ
っ
た

り
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

万
一
、
凧
が
電
線
な
ど
に
か
か
っ
た
時

は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の

九
州
電
力
送
配
電
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先

　

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社

　

人
吉
配
電
事
業

　

☎(
０
１
２
０
)
９
８
６-

９
５
８

■
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

　

職
業
訓
練
生
の
募
集

▽
内
容
　

就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
(
ワ

　

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
)の
技
術
全
般
、

　

事
務
職
の
知
識
全
般
を
習
得

▽
対
象
　

身
体
(
視
覚
、
聴
覚
、
上
肢
、

　

内
部
)、
精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次

　

脳
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
方

　

※

身
体
(
下
肢
)
要
相
談

▽
募
集
期
間
　

１
月
31
日
㈪
ま
で

▽
訓
練
期
間
　

３
月
１
日
㈫
〜
５
月
31
日
㈫

▽
経
費
　

テ
キ
ス
ト
代
　

９
,０
２
０
円

　

(
税
込
)
程
度

▽
訓
練
場
所
　

㈲
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

▽
問
合
せ
先
　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

ま
た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

☎(
０
９
６
)
２
９
７-

９
９
１
５

InformaƟon
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けんけつちゃん

「はたちの献血」キャンペーン
～ あなたの今日が、だれかの明日に、ハタチの献血 ～

　献血者が減少しがちな冬期は、輸血用血液が不足しやすい季節です。このため、熊本県では 1月～

２月の２か月間、成人式を迎える「はたち」の若者を中心とした県民の皆さまに対して、献血を呼び

かけています。特に若い人たちで、献血をしたことがない方は、

ご協力をお願いします。

みんなで、献血の輪を広げましょう！

  400ｍL献血・成分献血にご協力ください。

保健センター　☎ ４２－1100問

 (       )

(       )

(       )

(       )

(       )

(       )

(       )

(       )

(       )

件　数

死者数

熊本県内

多良木署管内

多良木町内

熊本県内

多良木署管内

多良木町内

熊本県内

多良木署管内

多良木町内

人　　口

　　　男　性

　　　女　性

出　　生

死　　亡

転　　入

転　　出

世 帯 数

傷者数

10月末現在
（対前年比）

11月末現在
（対前年比）

11月1日現在 12月1日現在

人

人

人

人

人

人

人

世帯

人

人

人

人

人

人

人

世帯

 (       )

(       )

(       )

(       )

(       )

(       )

(       )

(       )

(       )

2,557

16

6

31

0

0

3,157

20

6

 7

6

0

－7

－1

0

－63

－3

－11

2,849

17

6

35

0

0

3,511

21

6

 4

4

－2

－7

－1

0

－90

－5

－13

9,085

4,285

4,800

3

15

17

14

3,740   

9,094

4,291

4,803

5

12

11

8

3,740   

毎月１日・20日は、家畜防疫の日

期　日 電　話 休日当番薬局 （２月分）休日在宅医 （２月分）
休日在宅医・当番薬局 ■当番医の変更などがありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

■診療時間は、午前９時から午後５時までです。
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６日㈰

１１日㈮

１３日㈰

２０日㈰

２３日㈬

２７日㈰

仁田畑クリニック（多良木町）
たかの眼科（あさぎり町）
公立多良木病院小児科（多良木町）

増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町）
犬童内科胃腸科医院（あさぎり町）
増田クリニック小児科（人吉市）
東　病院（あさぎり町）
岩井クリニック（あさぎり町）
たかはし小児科内科医院（人吉市）

犬童耳鼻咽喉科（多良木町）
権頭医院（相良村）
やまむら小児科・内科（あさぎり町）
こんどう整形外科（あさぎり町）
高田内科医院（錦町）
球磨村診療所（球磨村）
人吉医療センター小児科（人吉市）
古城クリニック（水上村）
田中医院（錦町）
増田クリニック小児科（人吉市）

42-1123
47-2550
42-2560

45-8001
45-1125
22-3570
45-5711
49-2181
24-2222

43-0777
36-0008
45-0005
45-6555
38-3677
32-0377
22-2191
44-0321
38-0061
22-3570

※当番薬局は都合により変更になる時があります。

１月２5日㈫

住　民　税　　　　　　４期

国民健康保険税　　　　９期

後期高齢者医療保険料　７期

保　育　料

住宅使用料

上・下水道使用料

税 務 課　　　☎42-1254

住民ほけん課　☎42-1256

福 祉 課　　　☎42-1255

建 設 課　　　☎42-1259

1月31日㈪

■公共料金（１月分）の納入について

税目および使用料 担　当　課　（電話番号） 納　期　限 口 座 振 替 日

天皇誕生日

建国記念の日

２月　くらしのカレンダー
1 ●

8 ●

15 ●

22 ●

土金木水火月日

7

14

21

28

2

9

16

23

3 ■

10 ■

17 ■

24 ■

4 ★

11

18 ★

25 ★

5 ●

12 ■★

19 ●

26 ●

6 ■★

13 ●

20 ■★

27 ■★

図書室休館日

図書室休館日

図書室休館日

母子手帳交付

育児相談

母子手帳交付

育児相談

離乳食教室（R3.8 ～ 9月生）
３Ｍ健診（R3.10月生）

３歳児健診（H30.6 ～ 7月生）
１歳児歯科健診（R3.1月生）

あすなろ会

あすなろ会

年金相談会（要予約）

年金相談会（要予約）

◆母子手帳交付

　（午前9時30分～午前11時）

　※受付 午前9時15分～

◆育児相談（午後1時～午後3時） 

◆あすなろ会（断酒会）（午後7時30分～）

６Ｍ健診（R3.7月生）

ストックヤード開設日（●えびす広場　■中山運動広場　★黒肥地公民館　▲槻木地区）

【開設時間】（平　日）午前９時～正午、午後１時～午後３時

　　　　　　（土・日）午前６時30分～正午

ひご薬局多良木店
くるみ薬局
ﾌｧｰｺｽ薬局多良木いちご
山口薬局

☎49-1011
☎49-9630
☎42-6888
☎42-2123

岡原けんこう堂薬局
きりん薬局岡原店
おかざき薬局
たんぽぽ薬局

☎45-6023
☎45-1280
☎49-2905
☎23-6170

清風薬局ｻﾝﾛｰﾄﾞ免田店
くるみ薬局
五日町薬局

☎49-9600
☎49-9630
☎23-6228

きりん薬局原田店

ｴｽｴｽ堂きりん本町薬局

☎42-6900

☎45-6330

高階誠心堂錦調剤薬局

さくら調剤薬局医療ｾﾝﾀｰ前店

☎38-4940

☎32-9657

クスノキ薬局桜の里店

五日町薬局

☎47-8123

☎23-6228
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事
業
（
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
・
居

宅
介
護
支
援
）
に
つ
い
て
も
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
、
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

ま
た
、
た
ら
ぎ
保
育
園
と
く
め
保
育

園
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら

信
頼
さ
れ
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
保
育

園
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
社
協
の
事
業
に
対
し
て
、

ご
協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
協
は
「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
福

祉
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
本

年
も
関
係
機
関
・
団
体
と
協
働
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
地
域
福
祉

の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
、
介
護
保
険

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま

か
ら
の
募
金
は
、
多
良
木
町
の
福
祉

事
業
の
財
源
と
し
て
社
協
へ
配
分
さ

れ
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
に
共
同
募
金
の
募

集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
区
長
・
隣

保
班
長
の
皆
さ
ま
、
民
生
委
員
の
皆

さ
ま
、
各
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

　

『
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し

く
み
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
多

良
木
町
で
も
昨
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
行
政
区
の
皆
さ
ま
や
各
種
団

体
・
事
業
所
の
皆
さ
ま
、
職
域
募

金
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
、
町
内
の
小
中

学
校
・
支
援
学
校
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
皆
さ

ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 

（
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

お
祭
り
会
場
で
の
街
頭
募
金
活
動

や
、
町
内
の
企
業
の
皆
さ
ま
に
ご

協
力
い
た
だ

く
法
人
募
金

な
ど
は
中
止

と
な
り
ま
し

た
）

在宅高齢者を火災等から守る情報交換会

　ご家庭で暖房器具など火を使うことが多い季節を前

に、社協や町、消防署、地域包括支援センターによる

情報交換会を開催しました。はじめに、上球磨消防署

から「上球磨消防署管内の火災・救急の現状と防火に

ついて」講話があり、高齢者宅で発生しやすい火災原

因や火災予防の重要性などを学びました。また、昨年

の７月豪雨災害についても救助した内容などから、被

害を減らす対策などについて説明がありました。

　その後、訪問介護事業所から、在宅で生活している

高齢者宅の火災につながるような状況について情報提

供がありました。

　今後も関係機関が連

携し、高齢者の方が安

心・安全に住み慣れた

地域で生活が送れるよ

うに支援して行くこと

を確認しました。

　老人クラブ連合会（宮﨑正毅会長）主催のディスクゴルフ

大会が、新型コロナウイルス感染症予防対策に十分配慮の上、

えびす広場で開催されました。健康づくりの一環として、当

日は15チーム約100人の会員が

参加しました。

　選手は最初、慣れないディス

ク操作に悪戦苦闘していました

が、ホールが進むにつれて投数

も少なくなり競技を楽しんでい

るようでした。

　大会の成績は、次のとおりです。

　優　勝：黒肥地３区チーム

　第２位：黒肥地７区チーム

　第３位：多良木10区の１チーム

老人クラブ連合会のディスクゴルフ大会

　第３位：多良木10区の１チーム

　

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め

に
と
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

(
敬
称
略…

受
付
順
)

久
保
田
美
代
子(
故 

一
郎
)多
８
区
の
２

横
山 

英
子 

(
故 

幸
浩
)
黒
５
区

浦
田
カ
ズ
子(
故 

一
人
)
黒
東
４
区

松
山
真
由
美(
故 

清
吉
)久
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